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（3）実績（論文・特許・共同研究・産学連携・補助金）等

センターの概要

（1）主たる研究分野

（2）研究概要

研究の背景
　現在、様々な地球環境問題が発生していますが、地
球環境を調べる際には人工衛星やUAVなどのリモート
センシングデータが有用です。しかし、リモートセンシン
グデータと言っても様々な種類があり、プラットフォーム
ごとに異なるセンサが搭載され、またセンサごとに使用
用途が異なるので、その解析方法も様々です。そこで、
人工衛星やUAVを利用した地球環境解析では、使用
するセンサの時間分解能、空間分解能、観測幅、波長分
解能などについて熟知している必要があります。

研究の目的
　本研究センターでは、リモートセンシングデータを
利用した様々な地球環境情報の把握を主な目的とし
て、用途に応じて適切なセンサを選択し、必要な情報
を効率良くかつ高精度で分析・解析するための手法の
開発に取組みます。

1）衛星データによるクロロフィルa濃度推定　
　（小黒）
　2022年1月から2024年12月に広島湾を観測した
Landsat-8/OLIデータを44シーン、Landsat-9/OLI2
データを40シーン収集し、広島湾における３年間にわた
るクロロフィルa濃度の季節変化を解析した。また、広島
湾全域から代表的な海域を4地点選定し、海域ごとの牡
蠣養殖への適性についても検討を行った。

2）リアルタイム位置情報システムを活用した
機械除雪支援システム（菅）

　準天頂衛星システム（QZSS）によるセンチメータ級
測位補強サービス（CLAS）は、移動体のためのリアルタ
イム高精度衛星測位情報の提供を可能にしている。本研
究では、QZSS/CLASを活用した除雪プラウ自動制御
支援システムの開発ならびにその実証実験を実施した。

3）他時期に対応したUAV観測画像における
    海浜植物分類（伊藤）
　分類項目は海浜植物のハマゴウ、コウボウムギ、ハマ
ナデシコ、カワラヨモギ、内陸植物で外来種のシナダレス
ズメガヤと裸地の6項目として、年の異なるデータでも分
類できるかを検証した。また、2025年の観測では、2024
年に観測したものと異なるUAV機体を使用したうえ、動
画で観測したことから機体差や撮影条件の違いが画像
データの植生分類および植生図生成に影響が生じるか
を検証した。

4）SARデータを用いた土砂崩壊地抽出に
   関する研究（小西）
　能登半島地震の前後に観測されたALO S - 2 /
PALSAR-2を用いて土砂崩壊地内の後方散乱係数の
平均を局所入射角と斜面向きごとに算出した。
PALSAR-2データのオルソ補正および局所入射角と斜
面向きについては国土地理院の基盤地図情報における
数値標高モデル（10ｍメッシュ）を用いた。本研究では土
砂崩壊地におけるALOS-2/PASLAR-2後方散乱強度
とその局所入射角および斜面向きの関係を明らかにす
ることを目的とした。
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研究成果等

（1）研究成果

1．衛星データによるクロロフィルa濃度推定
  （小黒）
　2022年から2024年の3年間にわたり広島湾のクロロ
フィルa濃度の季節変化を解析した結果、全体的な傾向
として春季から秋季は濃度が上昇し、冬季は濃度が低下
することが確認された。一方、湾内の代表的な4地点で海
域ごとに解析した結果、宮島周辺は年間を通して濃度が
高く、牡蠣の成長・肥育に適した「育成海域」であること、
江田島湾は春季から夏季は濃度が低く、付着生物を避
け、種苗を鍛える「抑制海域」であることを明らかにした。

2．リアルタイム位置情報システムを活用した
   機械除雪支援システム（菅）
　CLAS/INSの公称精度とほぼ同等に準天頂衛星デー
タ処理、MMSデータ処理、支援システムによるリアルタ
イムデータ処理が正常に機能していることが確認でき
た。受信環境の違い（オープンスカイ区間、法面、オー
バーブリッジ、トンネル入口・出口等）による測位精度の
ばらつきがみられた。

3．他時期に対応したUAV観測画像における
   海浜植物分類（伊藤）
　解像度の高い2024年データを学習し、解像度の低い
2025年のデータを分類した場合は一部誤分類が増加し
た。一方、逆の低解像度データを学習し高解像度データ
を分類した実験では概ね良好な結果が得られた。このこ
とから、経年による植生変化の影響はほぼ見られないも
のの、解像度の違いによる影響が確認された。また、生成
した植生図は現地調査結果と大きな差は見られず、概ね
良好な結果であった。しかし、動画から生成したオルソ画
像には一部ぼけた箇所も見受けられたので、より安定し
た動画撮影方法の確立が求められる。

4．SARデータを用いた土砂崩壊地抽出に
   関する研究（小西）
　災害前後の後方散乱係数が増加した領域と減少した
領域ごとに分析した。増加領域では局所入射角が小さい
方が後方散乱係数は高い。斜面向きは表面が高く、側
面、裏面の順に低くなる。災害前後の後方散乱係数の差
が大きいのは、局所入射角が小さく斜面向きが裏面の場
合であり、5.4dBを示した。減少領域では増加領域と同
様に局所入射角が小さい方が後方散乱係数は高く、斜面
向きは表面が高く、側面、裏面の順に低くなる傾向を示し
たが、局所入射角が小さい側面が裏面よりもわずかに高
値を示した。災害前後の後方散乱係数の差が大きいの
は、斜面向きが表面の場合であり、局所入射角が小さい
場合は－3.1dB、大きい場合は－3.4dBを示した。これら
の結果から災害前後の後方散乱係数の増加領域を抽出
するには、局所入射角が小さく斜面向きが裏面の領域、
減少領域を抽出するには、斜面向きが表面の場合が適し
ていると考えられる。

•防災分野
　衛星データによる災害・被害情報の収集・分析
　⇒各種自然災害分析、土砂崩壊地抽出など

•農業分野
　衛星データやUAVによる農業環境情報の収集・分析
　⇒1画素内の植被率推定、収穫時期予測など

•漁業分野
　衛星データによる海洋環境情報の収集・分析
　⇒海水温推定、クロロフィルa濃度推定など

　その他、各種衛星データの入手法、各分野における利用
法や解析法などについても、ご遠慮なくご相談下さい。

（2）今後の展開・応用分野等


